
  
 
 
  
 第 25 回ミニ相談会を実施します。今回は、いわき明星大学科学技術学部佐藤教授を講師にお

招きし、福島第一原子力発電所事故から 3年を経た福島の現状をお話しいただくとともに、除染を

含め今後どのような対策をとっていくことが必要なのかを考えるための情報をお伝えする予定です。 

お誘いあわせの上、初めての方もお気軽にご参加下さい。参加の際には事前のご予約が必要と

なりますので、当センターまでお問合せ下さい。 

 

～第 25 回ミニ相談会テーマ～ 

      

      

       

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み

下さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、

ぜひご覧下さい。 

 

【日 時】    平成 26 年 7 月 16 日(水)     10:30～11：45 

【場 所】    いわき地域復興センター 

〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾 74-8 アドレスいわき中央ビル 1F 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  10:30～11:00 

（皆様からの質問にお答えします） 

  ２．質問コーナー    11:00～11:20 

         ３．交流タイム    11:20～11:45 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10 名（※事前の予約が必要となります。） 

 

http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ
http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ


 

 

 

  

 

【日 時】 平成 26年 7月 16日（水） 10：30～12：00 

【場 所】 いわき地域復興センター 

【講 師】 いわき明星大学科学技術学部 佐藤 健二  

【参加人数】6名（男性 3名 女性 3名） 

 

 今回のミニ相談会では、福島第一原子力発電所事故によって放出されたさまざまな放射性物質

に対する考え方や、事故から３年を経た除染の進捗状況に関する情報をお伝えいただくとともに、

これから生活していく上での情報のとらえ方などについてお話いただきました。 

 

＜第 25回ミニ相談会テーマ＞ 

 

 

 

 

【1】はじめに 

 (1)東日本大震災と福島第一原子力発電所事故 

 (2)セシウム 137及び 134 沈着量の合計 

 (3)原発事故によって大気中に放出された主な 

放射性物質 

  (4)色々な放射性物質による内部被ばくの違い 

 

【2】除染の進捗状況 

 (1)いわき市について 

 (2)広野町について 

 (3)楢葉町について 

 (4)富岡町について 

 (5)郡山市について 

 

【3】除染の現状、そして課題 

  

【4】“安全”を“安心”につなげるために 

１．講師の先生のお話   

＜講師: 佐藤 健二 氏＞  

＜講師資料抜粋＞ 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の

中で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・

質問等をご紹介します。 

 

Q.（原子力発電所の）廃炉というのは現実的に可能なのでしょうか？ 

A.福島原発は現在稼働停止していますが、引き続き原子炉の冷却が必要な状態です。原発を廃

炉にするには、燃料棒を原子炉から取り出す必要がありますが、取り出した燃料棒の保管場

所・保管環境がはっきりしない状況です。ドイツでは、福島原発事故以降廃炉に向けた作業

が行われていますが、放射能汚染対策等の問題により、ほとんど進んでいない状態です。原

子炉の不安定要素を取り除かない限り、廃炉に向けた作業を進めることは難しいようです。 

 

Q.国では、（外部）被ばく線量が年間 1mSv/h 以下になる目安といわれている数値、1 時間あた

りの空間線量 0.23μSv/hを明文化していないということですが、やはり基準を示してほしい

と思います。 

A.厚生労働省や文部科学省が、子供たちが外で遊んでも問題ないと思われる空間線量として、

0.23μSv/h という数値を出していました。空間線量 0.23μSv/hの環境で、1日あたり外で 8

時間、屋内で 16時間過ごした場合、年間の被ばく線量が 1ｍSv/h以下になるという考えから

0.23μSv/h という数値は出てきました。しかし、空間線量が 0.23μSv/h よりも高いところ

に短時間、0.23μSv/h よりも十分に低いところに長時間いたとしても、年間の被ばく線量が

1ｍSv/h 以下となる場合もあり、一人一人の行動によって条件がまちまちであることから、

基準を定めにくいというのが現状です。 

 

 

２．質問コーナー・交流タイム 

＜講師資料抜粋＞ 

 



 

 

 

Q.ストロンチウムは、カルシウムが不足すると体内に入り込みやすいので、成長期の子供は気

を付ける必要があると聞きましたが本当でしょうか？ 

A.間違ってはいません。ストロンチウムは、カルシウムと化学的性質が非常に似ているため、

骨を作る過程でカルシウムと類似の性質を持つストロンチウムが骨に入り込む可能性は否定

できません。筋肉に取り込まれるといわれるセシウムに比べ、骨に入ったストロンチウムは、

一旦入ってしまうと体外へ排出されにくいとされています。しかし、ストロンチウムはセシ

ウムに比べて原発からの放出量が約 1000分の 1であり、沸点が高いことから遠くまで放出さ

れていないといわれています。 

 

Q.土壌から作物への移行係数は 0.01 程度ということですが、それは土壌を入れ替えた場合なの

でしょうか、それともセシウムが土壌深くに入り込んでしまったからなのでしょうか？ 

A.原発事故で放出された放射性セシウムは、土壌表面 5 ㎝程度のところにとどまっているとい

われています。実際、約 5,000Bq/kg の土壌で作ったある作物の放射性物質濃度は 20Bq/kg 以

下でした。多くの作物にはカリウムが含まれており、カリウムは約 0.01％の放射性のカリウ

ム 40 を含んでいることから、人の体内には約 4,000Bq のカリウム 40 が常に一定量あるとい

われています。カリウム 40 の人体への影響度は放射性セシウムの約半分ですが、摂取量はセ

シウムより多いです。しかし、カリウム 40の摂取によって病気が発生しているとは考えられ

ていません。 

 

Q.体内に取り込まれた放射性物質の排出を促す食材というのはあるのでしょうか？ 

A.あるという説もあります。しかし、健康被害というのは放射性物質による影響だけでなく、

栄養の偏り、ストレス等さまざまな要因によって起こりますので、バランスの良い食事をす

ることが大事かと思います。 

 

Q.水の安全性はどうでしょうか？ 

A.いわき市では、震災直後からゲルマニウム半導体検出器を用いて水道水の精密検査を行って

おり、安全性に問題はありません。 

 
Q.山菜やきのこ類は、他の作物と放射性物質の吸収度合が違うのでしょうか？ 

A.違うと思います。現在でもシイタケなどからは放射性物質が検出されています。また、今回

の原発事故発生以前の 2004年の論文に、青森県から山口県までで採れたシイタケの放射能検

査を行った結果が発表されており、全国的に 10Bq/kg 程度の放射性セシウムが検出されてい

ました。これは、チェルノブイリ原発事故に由来するものと考えられています。 

 



 

 

～参加されたみなさま、ありがとうございました～ 

第 26 回ミニ相談会は、8 月 11 日（月）10：00～12：00 いわき明星大学環境放射線測定室

で実施します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

＜第 25回ミニ相談会の様子＞ 

 


